
 
 
 
 
 

    

の ◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

「
梅
雨
明
け
十
日
」
と
い
う 

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
。 

中
国
地
方
も
例
年
よ
り
早 

く
梅
雨
が
明
け
た
そ
う
で
す
が
、
梅
雨
明
け
か
ら
の
十 

日
間
く
ら
い
は
、
雲
ひ
と
つ
無
く
、
し
か
も
、
灼
熱
（
し 

ゃ
く
ね
つ
）
の
太
陽
に
覆
（
お
お
）
わ
れ
た
厳
し
い
暑 

さ
の
天
候
が
続
く
そ
う
で
す
。 

い
よ
い
よ
夏
本
番
を 

迎
え
ま
し
た
。 

西
日
本
に
お
そ
っ
た
豪
雨
、
平
成
最 

悪
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。 

尊
い
命
を
失
わ
れ
た 

方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
被 

災
さ
れ
た
皆
様
へ
も
、
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。  

こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
は
、「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
」 

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

毎
年
の
よ
う
に
深
刻
な
自 

然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
九
州
北
部 

豪
雨
、
一
昨
年
は
、
熊
本
大
分
の
地
震
、
平
成
二
十
七 

年
は
、
鬼
怒
川
（
き
ぬ
が
わ
）
が
氾
濫
（
は
ん
ら
ん
） 

し
た
関
東
の
豪
雨
、
平
成
二
十
六
年
は
御
嶽
山
（
お
ん 

た
け
さ
ん
）
の
噴
火
と
広
島
の
土
砂
災
害
等
、
枚
挙
に 

遑
（
い
と
ま
）
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
観
測
史
上
初
め 

て
」
が
、
流
行
語
大
賞
に
輝
い
た
の
は
、
平
成
二
年
の 

事
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
宮
司
プ
レ
ス
既
刊
号
で
あ
る
百
号
に
も
掲
載
し
ま 

し
た
が
、
幕
末
の
神
道
家
（
し
ん
と
う
か
）
で
あ
る 

本
田
親
徳
（
ほ
ん
だ 

ち
か
あ
つ
）
は
、 

     

「
音
に
聞
き 

眼
に
見
え
る
も
の 

こ
と
ご
と
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

産
土
神
の 

御
身
に
こ
そ
あ
れ
」 

と
詠
（
よ
）
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
宮
司
プ
レ
ス
九
十
七
号
に
も
記
載
し
ま
し
た
が
、

文
明
十
八
年
、
西
暦
一
四
六
八
年
に
、
吉
田
神
社
の
神

職
で
あ
っ
た
吉
田
兼
邦
（
よ
し
だ 

か
ね
く
に
）
は
、 

「
天
地
の 

中
に
み
ち
た
る 

草
木
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

神
の
姿
と 

見
つ
つ
恐
れ
よ
」 

と
い
う
和
歌
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

哲
学
者
の
西
田

幾
多
郎
先
生
も
、
「
見
え
る
も
の
は 

見
え
ざ
る
も
の

の
影
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

大
自
然
の
海
山
川
、

引
き
起
こ
さ
れ
る
自
然
災
害
、
草
や
木
ま
で
す
べ
て
が

神
様
か
ら
の
恵
み
で
あ
り
、
な
せ
る
業
（
わ
ざ
）
な
の

で
す
か
ら
、
奇
（
く
）
し
く
も
尊
（
と
う
と
）
い
も
の

と
恐
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

言
葉
に
は
、
「
魂

（
た
ま
し
い
）
が
宿
っ
て
い
る
と
、
私
共
の
御
先
祖
様

は
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 
そ
れ
は
、
私
共
の
心
は

目
に
見
え
ま
せ
ん
。 

そ
の
見
え
な
い
心
を
形
に
表
し

た
の
が
、「
言
葉
」「
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）」
な
の
で
す
。 

見
え
ざ
る
も
の
の
影
と
恐
れ
、
敬
う
、
こ
の
ミ
ッ
ク
ス

し
た
心
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
、
「
畏
敬
（
い
け

い
）」、「
畏
（
か
し
こ
）
み
」
と
い
う
言
葉
で
す
。 

◇
今
の
よ
う
に
文
明
も
医
学
も
進
歩
し
て
い
な
い
こ

ろ
、
身
の
回
り
に
お
こ
る
、
ご
く
一
部
の
不
幸
な
出
来

事
や
病
気
や
怪
我
（
け
が
）
は
、「
ツ
ミ
」
「
ケ
ガ
レ
」

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ

の
「
ツ
ミ
」
「
ケ
ガ
レ
」
を
祓
（
は
ら
）
っ
て
、
ご
く

一
部
の
不
幸
な
出
来
事
に
あ
わ
ず
に
、「
流
行
（
は
や
）

り
病
（
や
ま
い
）
」
に
も
か
か
ら
ず
に
、
こ
の
夏
を
の

り
き
り
、
少
し
で
も
幸
せ
な
暮
ら
し
を
祈
り
願
っ
た
の

で
し
た
。 

こ
れ
が
、
今
月
、
兼
務
社
、
末
社
を
含
め

斎
行
（
さ
い
こ
う
）
す
る
夏
越
祭
で
す
。 

 

◇
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、
自
分
の
生
死
を
自
分
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

天
、
す
な
わ
ち

神
様
や
自
然
と
い
っ
た
人
知
（
じ
ん
ち
）
を
越
え
た
大

い
な
る
力
の
も
と
に
存
在
し
て
い
ま
す
。 

ま
さ
に
そ

れ
は
、
遺
伝
子
研
究
の
世
界
的
権
威
（
け
ん
い
）
で
あ

る
村
上
和
雄
（
む
ら
か
み 

か
ず
お
）
先
生
の
お
っ
し

ゃ
っ
た
、「
サ
ム
シ
ン
グ 

グ
レ
ー
ト 

大
い
な
る
な

に
も
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

村
上
和
雄
先
生
に
よ
り
ま
す
と
、
一
つ
の
生
命
細
胞
が

こ
の
世
に
生
を
受
け
る
確
率
は
、
一
億
円
の
宝
く
じ
が

百
万
回
続
け
て
当
た
る
ほ
ど
希
有
（
け
う
）
な
こ
と
で

あ
る
そ
う
で
す
。 

わ
れ
わ
れ
の
命
は
、
奇
跡
の
な
に

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
尊
い
命
を
自
然
災
害

で
な
く
し
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
辛
く
悲
し
い

出
来
事
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
沢
山
の
方
が
自

然
災
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

生
か
さ
れ
て
い

る
私
共
、
「
至
誠
則
怛
（
し
せ
い
そ
く
だ
つ
）」、
辛
く

悲
し
い
立
場
に
を
ら
れ
る
方
々
の
こ
と
を
思
い
や
る
、

心
を
寄
せ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

江
戸
時
代
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後
期
の
米
沢
藩
主
の
上
杉
鷹
山
（
う
え
す
ぎ 

よ
う
ざ

ん
）
の
指
南
役
（
し
な
ん
や
く
）
を
つ
と
め
た
、
細
川

平
州
（
ほ
そ
か
わ 

へ
い
し
ゅ
う
）
は
、「
学
思
行
（
が

く
し
こ
う
）
相
（
あ
い
）
ま
っ
て
良
（
り
ょ
う
）
と
な

す
」
と
諭
（
さ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。 

学
ん
だ
こ
と
を

よ
く
考
え
て
、
そ
し
て
、
実
行
し
て
は
じ
め
て
、
本
当

に
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
と
い
う
教
え
で
す
。 

「
異
常
気
象
」
が
、
日
常
と
化
し
て
い
る
な
か
、
私
共 

は
、
こ
の
西
日
本
の
豪
雨
が
も
た
ら
し
た
「
平
成
三
十 

年
七
月
豪
雨
」
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、「
学
思
行
相

ま 

っ
て
良
と
な
す
」
、
し
っ
か
り
と
、
防
災
減
災
に
つ
と

め 

て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

日
々
の
祭
典

奉
仕
で
、
祝
詞
（
の
り
と
）
の
な
か
で
神
様
に
、
「
畏

み
」
と
い
う
言
の
葉
を
何
回
奏
上
し
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

今
年
の
夏
越
祭
は
、
衿
（
え
り
）
を
正
し
て

真
心
こ
め
て
、「
畏
み
」
と
い
う
言
の
葉
を
奏
上
し
、

一
意
専
心
、
神
明
奉
仕
に
つ
と
め
、
祈
り
を
さ
さ
げ
な

け
れ
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

ご
自
愛
を

祈
り
ま
す
。 

◇
七
月
の
祭
典
行
事
報
告
、
予
定
事
項 

▼
月
次
祭 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
七
月
一
日 

 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

 
 

※
六
連
島
に
鎮
座
す
る
、
貴
布
禰
神
社
・
大
歳
神 

 
 
 
 

社
・
宗
像
神
社
・
峯
像
神
社
・
恵
比
須
神
社
・

西
海
大
明
神
・
荒
神
社
の
例
祭
。「
オ
キ
ヌ
替

え
」
と
も
い
わ
れ
る
お
祭
り
。 

 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

 

▼
夏
越
祭 

 
 

◆
田
の
首
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
二
日 

 
 

◆
六
連
島
八
幡
宮 

＊
七
月
二
十
五
日 

 
 

 

※
六
連
島
の
各
家
の
お
祓
い
、
戸
別
祓
い
を
斎
行 

 
 

◆
彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 

◇
前
夜
祭 
 

＊
七
月
二
十
九
日 

 
 
 

◇
御
神
幸
祭 

＊
七
月
三
十
日 

 
 

◆
海
士
郷
恵
比
須
神
社 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告
、
予
定
事
項 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
と
こ
わ
か
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
夏
越
祭
杯

＊
七
月
八
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
七
月
十
一
日 

◇
敬
神
婦
人
会
除
草
作
業
奉
仕 

 
＊
七
月
二
十
二
日 

 
 

◇
奉
賛
会
行
事
委
員
会
・
維
蘇
志
会
奉
仕
作
業 

 
 
 
 

＊
七
月
二
十
七
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会
、
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 
 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会
役
員
会
、
総
会 

 
 

＊
七
月
四
日 

 
 

◇
下
関
支
部
総
代
会
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

 

＊
七
月
十
二
日 

◇
神
道
史
研
究
会
総
会 

＊
七
月
十
三
日 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会 

◇
教
学
研
究
部
内
「
御
大
礼
勉
強
会
」 

＊
七
月
十
七
日 

 
 

◇
中
国
地
区
氏
子
青
年
青
年
神
職
研
修
会 

 
 
 

＊
七
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
開
講
式 

 
 
 

◇
御
世
替
対
策
本
部
会
議 

 
 
 
 

＊
七
月
二
十
四
日 

 
 

◇
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
対
策
委
員
会 

 
 
 

＊
七
月
二
十
六
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
「
神
社
神
道
概
説Ⅰ

」
講
義 

 

＊
七
月
二
十
六
日
、
七
月
二
十
七
日 

※
一
コ
マ
五
十
分
の
六
コ
マ
、
五
時
間 

▼
そ
の
他 

 

◇
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

◆
習
字
教
室 

＊
七
月
二
日 

◆
例
会 

 
 

＊
七
月
十
八
日 

◇
人
権
擁
護
委
員 

 

◆
人
権
相
談 

＊
七
月
五
日 

 

◆
人
権
研
修 

＊
七
月
十
八
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
十
八
日 

◇
社
会
福
祉
法
人
中
部
少
年
学
院
後
援
会
役
員

会 

＊
七
月
十
六
日 

 
 

◇
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
集
合
教
誨 

 
 
 

＊
七
月
二
十
三
日 


